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1 -

筑後市電力・ガス・
食料品等価格高騰
重点支援給付金事
業

税務課
物価高が続く中で低所得世帯（令和5年度住民税
非課税世帯）への支援を行うことで、低所得の
方々の生活を維持する。

低所得世帯（令和5年度住民税非課税世帯）への
給付金の給付。
【令和5年度～令和6年度に実施】
給付費　70,000円×4,551世帯＝318,570,000円（う
ち令和6年度実施計画分は、16,660,000円）
事務費（人件費、需用費、役務費、委託料等）
3,808,265円（うち令和6年度実施計画分は、0円）
合計　322,378,265円（うち令和6年度実施計画分
は、16,660,000円）

※交付金については、令和5年度及び令和6年度
実施計画にて交付決定。

16,660,000 16,660,000 R5.12.1 R6.7.31

電力・ガス・食料品等の価格高騰が家計へ大きく
影響する低所得世帯（令和5年度住民税非課税世
帯）に対して、1世帯あたり7万円を給付すること
で、低所得世帯の方々の家計への負担を軽減し、
生活を支援することができた。

2 -
低所得者等支援給
付金事業、定額減
税補足給付金事業

税務課

物価髙が続く中で①令和6年度新たに住民税非課
税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯となった
世帯②定額減税を補足する給付の対象者への支
援を行うことで、低所得世帯等の方々の生活を維
持する。

①令和6年度新たに住民税非課税世帯及び住民
税均等割のみ課税世帯となった世帯へ給付。
給付費　100,000円×851世帯＝85,100,000円
            50,000円×241人＝12,050,000円
（給付費合計97,150,000円のうち、令和6年度実施
計画分は28,450,000円）
事務費（人件費、需用費、役務費、委託料等）
3,092,599円
②定額減税を補足する給付の対象者への給付金
の給付。
給付費　425,620,000円（支援実績：18,107人〈うち
納税義務者数：9,593人〉）
事務費（人件費、需用費、役務費、委託料等）
5,376,409円
①・②の合計　531,239,008円（うち令和6年度実施
計画分は462,539,008円）

※交付金については、令和5年度及び令和6年度
実施計画にて交付決定。

462,539,008 462,539,008 R6.3.22 R7.3.31

令和6年度新たに住民税非課税世帯及び住民税
均等割のみ課税世帯となった世帯に対して1世帯
あたり10万円・子ども1人あたり5万円を給付する
ことで、また、定額減税補足給付の対象者に対し
て調整給付金を支給することで、家計への負担を
軽減し、生活を支援することができた。

7 -
低所得者等支援給
付事業（追加分）

福祉課・
税務課

物価高が続く中で低所得世帯（令和6年度住民税
非課税世帯）への支援を行うことで、低所得の
方々の生活を維持する。

低所得世帯（令和6年度住民税非課税世帯）への
給付金の給付。
【令和6年度～令和7年度に実施】
給付費　30,000円×4,457世帯＝133,710,000円
　　　　　 20,000円×725人＝14,500,000円
（うち令和6年度実施計画分は、148,210,000円）
事務費（人件費、需用費、役務費、委託料等）
6,145,624円（うち令和6年度実施計画分は、
4,399,000円）
合計　154,355,624円（うち令和6年度実施計画分
は、152,609,000円）

※交付金については、令和6年度及び令和7年度
実施計画にて交付決定。

152,609,000 152,609,000 R6.12.20 R7.10.31

物価高騰が家計へ大きく影響する低所得世帯（令
和6年度住民税非課税世帯）に対して、1世帯あた
り3万円・子ども1人あたり2万円を給付することで、
低所得世帯の方々の家計への負担を軽減し、生
活を支援することができた。

11 第25弾
保育所等給食費支
援事業（第３弾）

児童・保育課

原油価格や物価高騰により給食材料費が値上が
りしていることを受け、県の「福岡県保育所等給食
支援費補助金」を活用し、保育施設の給食費に係
る費用の一部を支援することにより、これまでどお
り栄養バランスや量を保った給食の実施や保護
者負担の軽減を図る。

保育所等給食費支援事業補助金額　14,778,760
円（保育所11施設10,281,410円、認定こども園2施
設3,488,700円、小規模保育事業所8施設
1,008,650円）
合計　14,778,760円
※県補助あり。

14,778,760 5,000,000 R6.6.21 R7.3.31
各保育所等においてこれまでどおり栄養バランス
や量を保った給食が提供されるとともに、保護者
の負担を軽減（値上げの抑制）することができた。
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12 第25弾
プレミアム商品券発
行事業【第８弾】

商工観光課

消費拡大により、低迷する地域経済の活性化を
図りながら、物価高騰などの影響を受ける市民生
活を支援するため、プレミアム率20％（1万円の商
品券を購入することで1万2千円分の買い物が可
能)の商品券を発行総額360,000千円分発行し、消
費喚起を促す。実施主体は筑後商工会議所が担
い、プレミアム分(6千万円)の一部を補助する。

プレミアム分60,000,000円のうち1/2を県が補助、
残り30,000,000円のうち市が25,000,000円を補助
し、残額は筑後商工会議所が負担。
補助金確定額：24,925,052円

24,925,052 20,000,000 R6.6.21 R7.3.31

アンケートによると、約 30％が「商品券がなけれ
ば地元以外の店で購入する。」50％が「普段の買
い物より消費が増えると思う。」と回答しており、使
用率は 99.6％であった。
物価高騰の影響による家計負担を軽減しつつ、市
内事業所における消費拡大、誘導に一定の成果
がみられる。

13 第26弾
社会福祉施設等物
価高騰対策支援事
業【第４弾】

福祉課・
高齢者支援課

電気料金・食材費の価格高騰の影響を受けてい
る社会福祉施設等に対し、価格上昇分相当額を
支援する。

福岡県が実施する同内容の事業の対象とならな
い障害者相談支援事業所、地域活動支援セン
ター、地域密着型サービス事業所、居宅介護支援
事業所、介護予防・生活支援サービス事業所に対
し、支援金を支給。
【入所系】高圧受電施設：1人当たり23,600円×56
人＝1,321,600円、低圧受電施設：1人当たり
24,600円×72人＝1,771,200円
【通所系】
高圧受電施設：1人当たり8,700円×57人＝
495,900円、低圧受電施設：1人当たり8,300円×
101人＝838,300円
【訪問系】
1事業所当たり14,200円×18事業所＝255,600円
合計　4,682,600円

4,682,600 4,682,600 R7.2.4 R7.4.30

【介護】通所系 9 事業所、訪問系 12 事業所、入
所系 9 事業所【障害】通所系 2 事業所、訪問系 6
事業所に支給決定した。
価格高騰の影響を受けている市内で介護、障害
サ－ビスを提供している社会福祉施設、事業所の
運営に係る経費負担を軽減することができた。

14 第26弾
保育所等物価高騰
対策支援事業【第４
弾】

児童・保育課
電気料金等の物価高騰の影響を受けている保育
所等に対し、「福岡県保育所等物価高騰対策費補
助金」を活用し、価格上昇分相当額を支援する。

保育所等（保育所12施設、認定こども園2施設、小
規模保育事業所8施設）へ保育所等物価高騰対
策支援補助金を交付。
【高圧受電施設（7施設）】1人当たり1,200円×
1,119人＝1,342,800円
【低圧受電施設（15施設）】1人当たり1,000円×792
人＝792,000円
合計　2,134,800円　　※県補助あり。

2,134,800 1,105,200 R7.2.4 R7.5.31

県補助は利用定員数を上限としていたが、市では
できるだけ運営実態に沿った支援となるよう利用
定員数か年間平均利用児童数の多い方で算出し
た額を補助した。
電気料金高騰の影響を受けている保育所等の運
営に係る経費負担を軽減することができた。

15 第26弾
学童保育所物価高
騰対策支援事業【第
４弾】

児童・保育課
電気料金等の物価高騰の影響を受けている学童
保育所に対し、価格上昇分相当額を支援する。

巡回型学童保育所については、運営委託料の増
額により、民間学童保育所については運営補助
金の増額により支援。
【学童保育所運営委託料】低圧受電施設（巡回型
学童）1人当たり670円×120人＝80,400円
【放課後児童健全育成補助金】高圧受電施設（1
施設）1人当たり800円×40人＝32,000円、低圧受
電施設（2施設）1人当たり670円×70人＝46,900円
合計　159,300円

159,300 159,300 R6.4.1 R7.3.31

学童保育所は県の物価高騰対策支援事業の対
象でなかったため、市独自で保育所と同様に物価
上昇分の支援を実施した。
電気料金高騰の影響を受けている学童保育所の
運営に係る経費負担を軽減することができた。

16 第27弾
保育所等給食費支
援事業【第４弾】

児童・保育課

物価高騰により給食材料費が値上がりしているこ
とを受け、県の「福岡県保育所等給食支援費補助
金」を活用し、保育施設の給食費に係る費用の一
部を支援することにより、これまでどおり栄養バラ
ンスや量を保った給食の実施や保護者負担の軽
減を図る。

保育所等給食費支援事業補助金額　17,638,510
円（保育所11施設12,526,870円、認定こども園2施
設3,968,640円、小規模保育事業所8施設
1,143,000円）
合計　17,638,510円
※県補助あり。

17,638,510 7,596,690 R7.3.19 R8.3.31
各保育所においてこれまでどおり栄養バランスや
量を保った給食が提供されるとともに、保護者の
負担軽減（値上げの抑制）をすることができた。

17 第26弾

観光バス・タクシー・
自動車運転代行事
業者燃料高騰対策
支援事業

都市対策課

燃料価格高騰の影響を受けて極めて厳しい経営
環境に置かれている公共交通事業者に対し、燃
料価格高騰に対する影響緩和を図るため、支援
金を支給する。

市内の観光バス事業者、タクシー事業者及び自
動車運転代行業者に対して、支援金を支給。
【観光バス】1台当たり50,000円×18台＝900,000
円
【タクシー】1台当たり30,000円×27台＝810,000円
【運転代行】1台当たり20,000円×4台＝80,000円
合計　1,790,000円

1,790,000 1,500,000 R7.2.4 R7.6.30
燃料高騰の影響を受けている市内の公共交通事
業者の運行に係る経費負担を一部軽減できた。
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18 第27弾
小学校給食支援事
業

学校教育課
物価高騰により、給食食材費が増加していること
を受け、増加額相当分を市が支援し、保護者負担
の負担軽減と生活支援を行う。

児童1人あたり月額200円の助成を各小学校の給
食費会計に対して支援。
補助金額合計　6,436,210円（小学校11校分）

6,436,210 6,436,210 R6.4.1 R7.3.31

給食費の値上げは児童家庭における家計の圧迫
となるが、給食食材料費の助成を行うことで保護
者の負担軽減となった。
また、給食費の増加相当分を市が助成すること
で、栄養バランスのとれた給食提供により児童の
健全な心身の発達へとつながった。

19 第26弾
電力価格高騰LED
化等支援事業

防災安全課・
社会教育課

行政区（自治会）等が設置・管理する既存街灯並
びに行政区が建設・管理する町内公民館施設内
蛍光灯のLED化及び公民館内の省エネ家電買換
えに要する経費に対して補助金を交付すること
で、省エネルギーの取組の推進を図る。それによ
り、行政区等が負担する街灯や公民館の電気料
金の負担を軽減し、物価高騰により経済的な影響
を受ける行政区等を支援する。

補助率を10分の8とし、街灯は1灯当たり30千円、
公民館は1館当たり400千円が上限に支援。
【街灯のLED化】491灯　11,154,300円
【町内公民館のLED化】65館　22,610,400円
合計　33,764,700円

33,764,700 30,000,000 R7.2.4 R8.3.31

行政区等への補助金交付を通じて、多くの街灯や
町内公民館における照明の LED 化等がなされた
ことによって、地域における省エネルギー化を推
進した。

20 第27弾
プレミアム商品券発
行事業【第9弾】

商工観光課

消費拡大により、低迷する地域経済の活性化を
図りながら、物価高騰などの影響を受ける市民生
活を支援するため、プレミアム率20％（1万円の商
品券を購入することで1万2千円分の買い物が可
能)の商品券を発行総額360,000千円分発行し、消
費喚起を促す。実施主体は筑後商工会議所が担
い、プレミアム分(6千万円)の一部を補助する。

プレミアム分60,000,000円のうち1/2を県が補助、
残り30,000,000円のうち市が25,000,000円を補助
し、残額は筑後商工会議所が負担。
補助金確定額：24,944,316円

24,944,316 21,000,000 R7.3.19 R8.3.31

物価高騰の影響による家計負担を軽減しつつ、市
内事業所における消費拡大、誘導を図った。
商品券使用率は 99.8％。アンケートによると、約
32％が「商品券がなければ地元以外の店で購入
する。」、約 52％が「普段の買い物より消費が増
えると思う。」と回答。

21 第26弾
脱炭素経営推進事
業

かんきょう課

物価高騰の影響による経営コストが増加する市内
中小企業等への省エネ設備導入を支援すること
で、ゼロカーボンの実現に資するとともに、エネル
ギーコスト減による経費節減を図り、経営の安定
化や競争力強化を促進する。

省エネ設備を導入する市内中小企業等に対し、補
助金を交付。
【一般設備】57件　13,459,000円
【産業機器】2件     1,382,000円
合計　14,841,000円

14,841,000 12,800,000 R7.2.4 R8.2.28

物価高騰の直撃を受けている市内中小企業等に
対し、省エネ設備への更新を支援したことで、ラン
ニングコスト（光熱費等）の削減による経営基盤の
強化に直接的に寄与した。
また、市内の脱炭素化・省エネルギー化の推進に
も繋がった。

22 第27弾
筑後市トラック運送
事業者支援金【第2
弾】

商工観光課

燃料の価格上昇により経営に及ぼす影響を緩和
し、社会インフラとして重要な貨物自動車運送事
業者の事業の維持及び改善を図るため、市内で
道路運送事業等を営む事業者に対し、対象車両
の台数に応じて支援金を支給する。

筑後市内に本社または営業所を有するトラック運
送事業者に対し、保有する対象車両の台数に応
じて支援金を支給。
支援金　12,540,000円（対象車両627台・37事業
者）
事務費　31,115円
合計　12,571,115円

12,571,115 10,000,000 R7.3.19 R8.9.30

今回、受給事業者を対象にアンケートを実施。回
答した事業者全てが燃料価格の高騰によりダメー
ジがあったと回答し、うち 91％の事業者が「支援
になった」と、トラック運送事業者支援金を評価し
た。
燃料高騰による影響があるトラック運送事業者に
対し支援金を給付し、事業継続が図られている。

R7
実施
計画
No.1

-

※事務連絡（令和7
年1月31日付け内閣
府・総務省事務連
絡）の「1.（2）「「令和
6年度低所得世帯支
援枠等」において完
了が令和7年度とな
る事業について」に
基づく充当分（R6実
施計画未記載事業
充当分）

福祉課・
税務課

物価髙が続く中で低所得世帯（定額減税を補足す
る給付（うち不足額給付）の対象者）への支援を行
うことで、低所得世帯の方々の生活を維持する。

低所得世帯（定額減税を補足する給付（うち不足
額給付）の対象者）への給付金の給付。
【令和7年度に実施】
給付費　172,690,000円（支援実績：9,318人〈うち納
税義務者数：5,750人〉）
（うち令和6年度実施計画分は、14,790,000円）
事務費（人件費、需用費、役務費、委託料等）
8,978,412円
（うち令和6年度実施計画分は、0円）
合計　181,668,412円（うち令和6年度実施計画分
は、14,790,000円）

※残りの給付費及び事務費については、令和7年
度実施計画にて交付決定。

14,790,000 14,790,000 R6.12.20 R8.3.31

定額減税補足給付（うち不足額給付）の対象者に
対して定額減税補足給付金を支給することで、家
計への負担を軽減し、生活を支援することができ
た。

805,264,371 766,878,008

※令和６年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金対象事業費に係る実績を記載しているため、他の決算資料等と金額や数値に違いがある場合があります。

合計


